
6 残 された問題点

1)秋 季温暖な沿岸地域での検討が必要

2)栽 植距離及び整枝法とは種期の検討

6 参 考資料  岩 手県園芸試験揚  昭 52果 菜試験成績書             :

1 2  リ ン ドウの夜 問保 温 に よ る開花 促進

1 背 景と特徴

本県での リンドウ裁者は現在、 8～ 9月 出荷の露地裁培が大部分であるが今後安定 した産地

として伸びてい くためには、より長期間安定して供給できる技術が必要である。

近年は本県でも早出しリンドウの高値市況、労働配分等からハウスを使 っての早出し裁培が

試み られつつあるが、この場合の温度管理方法等については、まだ全 く試験成績がないため【

様々の方法で対応 している現況である。                i

そのため、 リ ンドウの生育段階毎に夜の保温管理を組合せ、生育開花に及にす影響を検討 じ

た。その結果かなりの開花促進効果が認められたので参考に供 したい。

2 技 術の内容

【1)開 花期の調節

夜間の保温方法によって無加温ハウスで 5月 下句から自然開花の前 (6月 下旬～7月中旬 )

まで長期間開花させることができる3

例

④ 早 期開花 (5月 下旬ヽ6月上旬咲 )目標

生育初期から、側芽発生後まで夜間 ピニール トンネル等で内部保温する。

O 自 然開花前(6月 下句～7月中旬 )目標

1月上旬以降の無保温 (外 ピニールのみ ,裁培でよい。

修)保 温期間

側芽発生後は最低気温が 6～ ?托保てれば無保温でも開花は遅れない。

(保温期間が短縮され省力化できる。 ) |

僧)切 花品質                                           |

今回の供試系では変果が大きく、明らかな差松認められないが、いずれも販売可能な程度

の品質は得 られる。

惚}適 応地域

全県に適応できるが特に雪積の少ない温暖な地荷での効果が大きい。
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5 普 及上の留意点

(1)品 種は吾妻系、北海道系等の早生種を使用する。

修)予 定地は、あらか じめ、ハウスの大きさを考慮 して高畦定植とする。

得)使 用する株は定植 1年以上経過 した充実した株を使用 し、圃場から堀上けた株等は生育が

４

　

　

５

　

　

６

７

　

　

８

著 しく劣るので使用 しない。

保温開始は、株の休眠の完全に敗れる 12月下旬以降から、開始する。

例ふ 〈防止用のネット支柱は、発茅前に張 っておき、生育に応 じて引き上げると

特に 1～ 3月 の低温期は日没前に内部保温用の透明ピニールやシルパーポリトー等を早め

に被覆 し、夜間の保温につとめ、翌朝は日の出と共にシルパーは除去 し、温度の早期上昇に

つとめる。

1日 中は 25篭 を越さないように常に注意 して管理する。

花替の着色開始期頃からは夜問 10モ以上の場合は、昼夜ハウスを開放 し、 で きるだけ、

低温で管理する。

試験成績の概要

試験課題名  リ ンドウの早出し殻培試験

試験年次及び栽培場所  昭 和 52年 岩 手田試南部分場

試験方法

① 供 試条件

(1 )

t〕

( 3 )

l①全  期  保  温

0 1 5 対ま で 保 温

①ti‖芽発生まで保温i

O発 替 ま で 保 温

⑤全 す切 無 保 温

⑥ 1 5 対後 保 温

⑦続〕芽発生後保 温

①発 帯 後 保 温

注) 1)保 温 とはパ イフ
・ハウス内に刀ヽ トンネルを作り、夜間のみ透明ピニールとその上にシ

ル六_ポ リトーを被覆 吹 翌朝は天降に関係なぐ除去 した。ただし4月15日よりは、

シルパニポリトーのみ 1枚 とした。

2)無保温とは、パイプハウスにビニール被覆のみで内部に小トンネルは行なゎないも

α)。

3)夜 間保温時間は夕方日没直前から翌朝 8時 3b分～ 9時頃までとした。

- 4 8 -

生 育 ス テ ー ジ

長兼15対す叫,」芽発生城1発 曽 期

温中止又は開始

生育初サ切

3 月3 1 日

4 月 1 9 日

5 月 2 日

3 月3 1 日

5 月 2 日

5 月1 6 日

4月 18日

5月 2日

5月 16日

4 月 1 8 日

5 月 1 6 日

5 月3 1 日

IⅢ Ⅲ ⅢⅢ■!■14よ|・■l i■目



パ イメハウス保温図
外 ビニール

シタレせ ポ リトー

透明 ピニール

支柱"ギリマルぅ

② 共 試品種 i早 生吾妻A系

③ 耕 穫就安

早生吾案 B系

1)供 試ハウス :巾 4.8れ、長さ38れ のパィメハウス内栽培 i

2)栽 植距離 :畦巾 120餌、条問 30物、株間 15御 2条植 (10a当 り、 11,11ゴ株 )

3)″ ウヽス被覆 :昭和152年 1月 5日

4)夜 間保温開始日:昭和 52年 1月 6日

5 )  ″  中 止 日 : 6月 2 5日

惚)試 験結果

① 開 花 日

A、 B系 共に早サ朗か ら保温 した①、②、③、④区が明らかに早 く、

0、 ③区及び全 く保温 しなかった⑤区が遅か った。

後期から保温した⑥、

中でもall芽発生後まで保温した①、③、④区は、③全期無保温区工りも、20～ 22日早

かった。 次いて ② 15対まで保温区も、 16～ 18日程度早まった。保温の遅かった⑥、

O、 ③区の中でも比較的早くから保温した⑥ ls対後保温区はやや早やまったが、②発

替後保温した区は、ほとんど早やまらなかった。

② 切 花品質

開花時の革丈、秦数、切花重、花段数等は、A系では一定の傾向は認められなかっだがヽ

B系では、既して花開の遅かった⑤、⑥、②、⑥区は、①、②Ⅲ③、o区卓りも車丈は長

く、切花重は重広傾向がみられた。

③ 気   象 ・…栽培時の最低気温は保温区は無保温区より、常に 5i7モ 内外高か った。

以上の点からリンドウの早期開花には生育初期から側芽発生までの期間、できるだけ夜温

を高く保つエクな保温管理が必要であり、それ以降は、夜間保温じてもそⅢ程開花促進効果

がないことが明らかとなった。
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脩)主 要成果の具体的データー

第 1 泰 開 花期 の調査

目
耳 丈 葉 数 切花重 花段数

開 花
始
開 花
終

均
日花

平
開

③区と
の開花
日 差

A

系

①全 期  保  温

② 15対 ま で 保温

③側 芽 発 生 保 温

④発 奮 ま で 保 温

⑤全 期 無 保 温

⑥1 5 対後 保 温

④側芽発生後保温

⑥発 曹 後 保 温

59.0

565

65.5

62.8

72ど1

663

62.8

66.3

20.3

19_7

18,3

1 7 . 1

20。1

20.3

116

1 9 , 0

25.6

21.3

30。1

33.0

5 1 . 1

25.0

25.0

33.0

4 . 1

3 . 0

3 , 9

4 . 2

6 . 0

4 . 0

3 . 4

4 . 1

5: 25

5:28

5: 25

5: 25

6 :  1 1

6 :  3

6 :  3

6 :  7

6 : 1 4

6: 23

6 : 1 4

6 : 2 0

7 : 1 2

7 :  2

7 : 1 2

7 : 1 2

6 :  4

6 :  8

6 :  4

6 :  4

6: 24

6: 21

6:22

6: 23

20

16

20

20

0

3

2

1

B

系

①全  期  保  温

② 1 5 対ま で 保 温

③側芽発生まで保温

④発 曹 ま で 保温

⑤全 期 無 保 温

⑥ 1 5 対後 保 温

④4Rl l芽発生後保温

③発 奮 後 保 温

660

5■5

59,9

68.0

7 1 4

66.3

734

79,3

24,1

21 1

22.6

224

22.2

24.6

2 4 . 1

24.8

29.5

26.5

28.1

25.7

34.1

32.4

39.4

38.4

3 . 9

4 . 5

3 . 6

3 . 2

4 . 7

3 . 4

4 . 5

4 . 8

5:31

6: 7

6: 3

6i31

6: 23

6:20

6: 20

6:23

6:23

6: 27

6:23

6:27

7 : 1 5

7 :  7

7 :  8

7 ! 1 5

6 : 1 2

6 :  1 6

6: 14

6 : 1 3

7: 4

6:27

7: 1

7: 4

22

18

20

21

0

7

3

0

(注)こ の品種の当場での 52年の開花期は 7月下旬～ 8月上旬であった。

第 2表 裁 培時の最低気温表

月 半句別
保温区

(A) 徹刊
無
区

差

l A l一l B
月 半句別

保温区

(A )
無保温
区 (B)

差
A)―lB

月 半句別
保温区

(A)
無保温
区 (a) FttB

1

1

2

3

4

5

6

0.55

1,25

-1,66

3 _ 0

1 . 8 8

-5.02

-4.6

-■ 4 8

_3.2

- 5 , 3 6

5.57

5.85

5,82

6.2

■24

1

2

3

4

5

6

5.24

5.02

8.48

9.1

■38

■36

-2.42

-2.76

0.46

2.82

0.56

0_68

■66

そ73

8,02

6.28

6.82

6.68

，
３

1

2

3

4

5

6

12.4

13.26

16.2

15.14

14.78

1■9 8

■34

■32

1 0。92

9 . 4 6

S . 7

15.42

5.06

5。94

5。28

5.68

6.06

2.56

上 旬

中 旬

下 旬

0 . 5 5

- 0 . 3 6

2 . 1 6

_5,02

-6.4

-1.77

5_57

6 ゥ1

3 . 9 3

上 句

中 旬

下 旬

5.13

8.79

仏37

-2.59

1.64

0.62

■72

■15

6.75

上 旬

中 旬

下 旬

12.83

15_67

16.52

7.33

10.19

10.96

5 . 5 0

5 . 4 8

5 . 5 6

月子均 0,77 -4.40 5.17 月平均 ■10 -0.08 ■18 月平均 15.00 9,49 5.51
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月 半句別
保温区
(A)
無保温
区 (B)

差
AXB)

月 半句別駆ω
蘇 温
区 (B)

差
AXBI

月 半句別駆は
無保温
区 (B)

差
″ALゴ R

2

1

2

3

4

5

6

- 0 . 6 8

2 . 0

3 . 6 3

1 . 6 5

-5.14

-4,96

-4,94

-5.7

-1.7

-0.23

4.46

6.96

8.57

■35

4

1

2

3

4

5

6

■18

ne

9.33

11.94

9.68

11,34

0.48

14.62

6.94

■1 6

3,74

5、68

6.70

5.28

2.39

4.78

5,94

5.66

1

2

3

4

5

6

19.28

19.6

1■66

1■34

1■3

14

14.66

13.68

11.22

12.14

5.28

4.94

3.98

6 . 1 2

5 . 1 6

上 旬

中 旬

下 旬

６６

　

８４

　

　

一

〇

　

　

２

-5.05

-5.32

-0.97

5,71

8,16

上 旬

中 旬

下 旬

8,54

10.63

10.51

2.55

■05

4.イ〕

5,99

3.58

5、80

上 旬

中 旬

下 旬

1 9 . 4 4

1■5

14.33

12.45

5,11

5.05

月平均 -3,98 月平均 9.89 4.77 5。12 月平均

5 残 された問題

(1)品 質向上

(功 保 温開始時期

(切 昼 温の管理

6 参 考資料

昭和 52年 岩手県園芸試験場南部分場試験成績書
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